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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カット刃（２０）が摺接しながら案内される案内路（１１）と、該案内路（１１）に直
交するスリット（１２）と、を有する基台（１０）に、刃先（２２）を下方に向けた前記
カット刃（２０）を上方に付勢させた状態で組み付け、
　前記スリット（１２）にシート（２）を挿入して奥壁部（１４）に当接させた状態で、
前記カット刃（２０）を押し下げることで、シート（２）の端縁から所定長の非カット領
域（４）を介して切り込み片（３）を形成する見出し形成用器具（１）であって、
　前記カット刃（２０）の刃先（２２）は、挿入口側から両側部に向けて下向きに傾斜す
る下向き傾斜部（２３）を有してなり、該下向き傾斜部（２３）と、前記案内路（１１）
と前記スリット（１２）とが交差する基台エッジ部（１３）と、の協働によって、前記切
り込み片（３）の先端領域が形成されるようにしたことを特徴とする見出し形成用器具。
【請求項２】
　前記カット刃（２０）の刃先（２２）は、両側部から奥壁部（１４）側に向けて上向き
に傾斜する上向き傾斜部（２５）を有してなり、該上向き傾斜部（２５）と、前記案内路
（１１）と前記スリット（１２）とが交差する基台エッジ部（１３）と、の協働によって
、前記非カット領域（４）に向けての領域が形成されるようにしたことを特徴とする請求
項１に記載の見出し形成用器具。
【請求項３】
　前記カット刃（２０）の操作部（５０）を上面部に備えると共に、前記スリット（１２
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）に対応する隙間（３２）を側面部に備え、弾性部材からなる刃受部（６０）を底面部に
設けて構成されたハウジング（３０）に収容されてなることを特徴とする請求項１又は請
求項２に記載の見出し形成用器具。
【請求項４】
　前記切り込み片（３）を前記スリット（１２）内に復帰させるための板バネ（８０）を
、前記奥壁部（１４）から前記案内路（１１）に向けて配設し、
　前記カット刃（２０）に前記切り込み片の折り曲げを誘導するための突条部（２６）を
設け、
　前記非カット領域（４）にスリット（９）を形成するための切り込み刃（９０）を、前
記奥壁部（１４）と前記カット刃（２０）の間に設けたことを特徴とする請求項１～請求
項３の何れか１つの請求項に記載の見出し形成用器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、書籍の任意のページに所定形状の切り込みを設け、折り曲げてページの端か
ら突出させることで見出しを形成するための器具であって、特に、簡単な構造であって、
位置合せや切り込み操作を安定した姿勢で行うことができる見出し形成用器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　書籍の任意のページに見出しをつける際に、インデックスシールを用いることなく見出
しを形成するための器具として、支点を中心に回動する上刃と下刃との間に紙を挟み、上
刃を下刃に近接させることで、紙の端から一定の位置に略コの字型の切り込みを形成でき
るようにしたものが提案されている（特許文献１を参照）。
　この見出し形成用器具の上刃と下刃は、捩りコイルバネによって離反方向に付勢されて
おり、外側にはハンドルが形成されている。ハンドルを握って上刃と下刃とを近接させる
ことで、上刃と下刃との協働により紙が切り込まれる。この切り込まれた部分を折り曲げ
、ページの縁から外側に突出させることで、書籍の見出しを形成することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１１７５９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような回動式の見出し形成用器具は、上刃の回動端部に、下刃に向
けた突起刃を設ける必要があるので、紙に対して垂直に切り込むことができないという問
題があった。
また、上刃と下刃の協働によって切り込まれた部分が下刃の方に押し込まれるので、上刃
が離反した際に、切り込まれた部分を元の位置に戻すための板バネを、下刃の内部に設け
る必要があり、構造が複雑なものとなっていた。
【０００５】
　さらに、ハンドルを操作する手とは反対の手で、上刃と下刃との間に紙を差し込み、見
出しを形成すべき位置に紙を固定した状態で、ハンドルを握り締めて切り込むので、位置
合せや切り込み操作を、安定した姿勢で行うことができなかった。
　そこで、本発明は、簡単な構造であって、位置合せや切り込み操作を安定した姿勢で行
うことができる見出し形成用器具の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る見出し形成用器具は、カット刃が摺接しなが
ら案内される案内路と、該案内路に直交するスリットと、を有する基台に、刃先を下方に
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向けた前記カット刃を上方に付勢させた状態で組み付け、前記スリットにシートを挿入し
て奥壁部に当接させた状態で、前記カット刃を押し下げることで、シートの端縁から所定
長の非カット領域を介して切り込み片を形成する見出し形成用器具であって、前記カット
刃の刃先は、挿入口側から両側部に向けて下向きに傾斜する下向き傾斜部を有してなり、
該下向き傾斜部と、前記案内路と前記スリットとが交差する基台エッジ部と、の協働によ
って、前記切り込み片の先端領域が形成されるようにしたことを特徴とするものである。
　この場合、前記カット刃の刃先は、両側部から奥壁部側に向けて上向きに傾斜する上向
き傾斜部を有してなり、該上向き傾斜部と、前記案内路と前記スリットとが交差する基台
エッジ部と、の協働によって、前記非カット領域に向けての領域が形成されるようにして
もよい。
　また、前記カット刃の操作部を上面部に備えると共に、前記スリットに対応する隙間を
側面部に備え、弾性部材からなる刃受部を底面部に設けて構成されたハウジングに収容さ
れたものであってもよい。
【０００７】
　また、前記切り込み片を前記スリット内に復帰させるための板バネを、前記奥壁部から
前記案内路に向けて配設し、前記カット刃に前記切り込み片の折り曲げを誘導するための
突条部を設け、前記非カット領域にスリットを形成するための切り込み刃を、前記奥壁部
と前記カット刃の間に設けてもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る見出し形成用器具は、カット刃が案内路に摺接しながら下降することによ
って、スリットを形成する基台の上端縁と、先端の刃先部との協働によってシートを切り
込み、所定形状の切り込み片が形成されるので、形成された切り込み片を非カット領域に
向けて折り曲げ、先端部をシートの端から突出させることで、シートに見出しを形成する
ことができる。
　シートをスリットに挿入し、カット刃を押し下げるだけで、切り込み片を形成すること
ができるので、安定した姿勢で、容易に見出しを形成することができる。
【０００９】
　特に、カット刃の刃先を、挿入口側から両側部に向けて下向きに傾斜させたので、刃先
の両側部から挿入口側に向けてシートを切り込んでいくことができる。
　請求項２に係る見出し形成用器具は、両側部から奥壁部側に向けて上向きに傾斜させた
ので、刃先の両端部からシートの非カット領域に向けて徐々に切り込んでいくことができ
る。この上向き傾斜部を、カット刃を押し下げた際に、上端部が基台エッジ部よりも上方
に位置するように設計することによって、カット刃を下降させた際に切り込み片が打ち抜
かれてしまうのを防止できる。
　請求項３に係る見出し形成用器具によれば、切り込みの際に押し下げられた切り込み片
が弾性部材によって初期位置に復帰するので、切り込まれたシートをスリットから抜き出
す際に切り込み片が引っ掛かるのを防止できる。
　請求項４に係る見出し形成用器具によれば、切り込み片の先端領域をスリット内に復帰
させることができるので、切り込まれたシートをスリットから抜き出す際に切り込み片が
引っ掛かるのを防止できる。また、切り込み片を折り曲げるための誘導部を形成すること
ができるので、切り込み片を定位置で折り曲げることが可能となり、切り込み片を差し込
むためのスリットを非カット領域に形成することが可能となる。
 
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る見出し形成用器具の正面図である。
【図２】上記見出し形成用器具の側面図である。
【図３】上記見出し形成用器具の背面図である。
【図４】上記見出し形成用器具の平面図である。
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【図５】上記見出し形成用器具の底面図である。
【図６】上記見出し形成用器具を使用してシートに見出しを形成する方法の説明図であり
、（ａ）はスリットにシートを挿入して切り込み片を形成する状態、（ｂ）はシートを抜
き出した状態、（ｃ）は切り込み片を折り曲げて見出しを形成した状態を示す。
【図７】上記見出し形成用器具の分解図である。
【図８】上記見出し形成用器具の使用状態を示すＡ－Ａ線矢視断面図であり、（ａ）は切
り込みを入れる前、（ｂ）はカット刃を下降させて切り込み片を形成する状態、（ｃ）は
カット刃が初期位置に復帰される状態を示す。
【図９】上記カット刃の傾斜状態を示し、（ａ）は図８におけるＢ－Ｂ線矢視断面図であ
り、（ｂ）はＣ－Ｃ線矢視断面図であり、（ｃ）はＤ－Ｄ線矢視断面図である。
【図１０】上記見出し形成用器具を補助具に取り付けた状態を示す斜視図である。
【図１１】見出し片の形状をデザイン性の高いものにした場合の実施例を示す斜視図であ
る。
【図１２】上記見出し形成用器具の第１変形例として、刃受板を有しないものを示すＡ－
Ａ線矢視断面図である。
【図１３】上記見出し形成用器具の第２変形例として、刃受部をコイルバネで形成したも
のを示すＡ－Ａ線矢視断面図である。
【図１４】上記見出し形成用器具の第３変形例として、刃受部を有しないものを示すＡ－
Ａ線矢視断面図である。
【図１５】上記見出し形成用器具の第４変形例として、板バネを設けたものを示すＡ－Ａ
線矢視断面図である。
【図１６】上記板バネのカット刃に対する位置関係を示す平面図であり、（ａ）は見出し
形成用器具にシートを挿入した状態であり、（ｂ）はシートを抜き出した状態である。
【図１７】上記見出し形成用器具の第５変形例として、切り込み片を非カット領域に向け
て折り曲げる際の誘導部を筋付けするようにしたものを示すＡ－Ａ線矢視断面図である。
【図１８】上記見出し形成用器具の第６変形例として、非カット領域にスリットが形成さ
れるようにしたものを示す平面図であり、（ａ）は見出し形成用器具にシートを挿入した
状態、（ｂ）はシートを抜き出した状態、（ｃ）は切り込み片を折り曲げた状態、（ｄ）
はスリットに切り込み片を差し込んで見出しを形成した状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の好適な実施形態について、添付図面に基づいて説明する。なお、実施形態は以
下の形態に限定されるものではなく、本発明の課題を解決しうるものであれば他の態様も
実施可能である。
【００１２】
　図１、図２、図３、図４及び図５は、本発明の実施形態に係る見出し形成用器具１を示
す正面図、側面図、背面図、平面図及び底面図である。
　この見出し形成用器具１は、本、ノート或いは書類束など、複数のシートを束状又は冊
子状に束ねて形成された書籍に見出し部１を作成するためのものであり、図６に示すよう
に、シート２に切り込みを入れ、その切り込み片３を折り曲げ、先端部をシート２の端か
ら外側に突出させることによって見出しを形成するためのものである。
【００１３】
　この見出し形成用器具１は、図７に示すように、基台１０にカット刃２０を組み付けた
状態でハウジング３０ａ，３０ｂに収容して構成される。
　基台１０は、金属製の部材によって構成されており、カット刃２０を挿入するための案
内路１１が平面視中央に設けられている。案内路１１の内径は、カット刃２０の外径と略
一致しており、カット刃２０が摺接しながら上下動されるように設計されている。
【００１４】
　この案内路１１に直交するように、シート２を挿入するためのスリット１２が設けられ
ている。案内路１１とスリット１２とが交差する基台の上縁は、エッジ状になっており、
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そのエッジ部１３と、カット刃２０との協働によって、スリット１２に挿入されたシート
が切り込まれるように構成されている。
　カット刃２０は、上端にフランジ部２１を有し、先端に設けられた刃先２２を下に向け
た状態で、基台１０の案内路１1内に挿入されている。
【００１５】
　フランジ部２１と基台１０との間には、スプリング４０が介装されており、基台１０に
対し、カット刃２０を常に上方に付勢している。
　この付勢力に抗してカット刃２０を押し下げることで、エッジ部１３とカット刃２０と
の協働によってシート２が切断され、押し下げる力を解除することで、初期位置に復帰さ
れる。
【００１６】
　このカット刃２０の刃先２２は、図８に示すように、スリット１２の挿入部側から両側
に向けて下向きに傾斜する下向き傾斜部２３を介して、切り込み頂部２４を刃先２２の両
側に設けた構造となっている。
　そして、両側に設けられた切り込み頂部２４から奥壁部１４の側に向けて、上向きに傾
斜する上向き傾斜部２５が形成されている。
【００１７】
　このように構成することで、カット刃２０を押し下げた際に、先ず、両側の切り込み頂
部２４によってシート２が切り込まれ、その後、下向き傾斜部２３によって、切り込み片
３の先端部３ａに向けての領域が形成されると同時に、上向き傾斜部２５によって、切り
込み片３の基部が切り込まれるようにすることができる。
　即ち、カット刃２０の刃先２２が、シート２の挿入口側から両側部に向けて下向きに傾
斜する構造なので、両側の切り込み頂部２４によって切り込み片３の両側が切り込まれた
後（図９（ａ）を参照）、先端部３ａに向けて徐々に切り込まれるようにすることができ
る（図９（ｂ）を参照）。
【００１８】
　このため、切り込み片３の先端部３ａが過度に押し下げられないので、シート２をスリ
ット１２から抜き出す際に、切り込み片３が案内路１１に引っ掛かるのを防止できる。
　また、図９に示すように、何れの傾斜部（２３，２４，２５）においても、カット刃２
０の両側から中央部側に向けて、刃先に対して凹状に湾曲する構造としたので、切り込み
片３の先端部３ａが過度に押し下げられるのを防止でき、引っ掛かりを一層効果的に防止
できる。
　そして、カット刃２０の刃先２２が、両側部から奥壁部１４側に向けて上向きに傾斜す
るように構成したので、刃先２２の両端部からシート２の非カット領域４に向けて徐々に
切り込んでいくことができ、切り込み片３と非カット領域４との境目（即ち、切り込み片
３の基部）を美しくすることができる。
【００１９】
　特に、図９（ｃ）に示すように、カット刃２０を押し下げた際、上向き傾斜部２５の上
端部２５ａが、エッジ部１３の高さよりも上方に位置するように設計されているので、切
り込み片３が打ち抜かれてしまうのを防止することができ、シート２の端から所定長の非
カット領域４を形成することが可能となる。
　これによって、穿孔パンチの構造の器具を利用して、舌片状の切り込み片３を形成する
ことが可能となる。
【００２０】
　このようなカット刃２０と基台１０の組み立て体を、ハウジング３０に収容することで
本実施形態の見出し形成用器具１が形成される。
　ハウジング３０は、上部用の半割り容器３０ａと、下部用の半割り容器３０ｂと、を組
み合わせて構成されており、上部用の容器３０ａの上面中央部に開口部３１を設け、その
開口部３１に、カット刃２０の押し下げ操作を行うためのキャップ状の操作部５０を取り
付けている。操作部５０の上面には、カット刃２０に対応する切り込み形状が表示されて
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いる。
【００２１】
　上部用の半割り容器３０ａと、下部用の半割り容器３０ｂとは、両側面の中間部から背
面にかけての領域で接合されており、接合した際に、基台１０のスリット１２に対応する
ような隙間３２が正面に形成されるように設計されている。
　本実施形態では、下部用の半割り容器３０ｂの両側面に、基台１０のスリット１２に対
応する切り欠き３２ｂを設け、上部用の半割り容器３０ａの正面中央に、中央位置を示す
ための目印３３を設けている。
【００２２】
　そして、下部用の半割り容器３０ｂの底面に、カット刃２０の刃先を受けるための刃受
部６０を取り付けている。この刃受部６０は、スポンジ、ウレタン、ゴム、シリコンなど
の弾性部材によって構成されており、ハウジング３０の底面に設けられた保持部に嵌め込
まれている。
　刃受部６０の上面のカット刃２０に対応する位置には、刃受部６０よりもやや硬質の刃
受板６１が配設されている。刃受板６１は、ポリプロピレンやＡＢＳ樹脂など、軟質な合
成樹脂製の板状部材によって構成されており、カット刃２０に対応する形状を成している
。
【００２３】
　このように、カット刃２０の刃先２２を受ける刃受部６０をハウジング３０の底部に設
け、その刃受部６０を弾性部材で構成したので、カット刃２０によって押し下げられた切
り込み片３を、初期位置へと復帰させることができる。また、刃受部６０の上面に、合成
樹脂製の板状部材６１を配設したので、カット刃２０によって押し下げられた際に、切り
込み片３が撓むのを低減できる。
　これによって、切り込まれたシート２をスリット１２から抜き出す際に切り込み片３が
引っ掛かるのを一層効果的に防止できる。
【００２４】
　上記見出し形成用器具１を用いてシート２に見出しを形成する方法を説明する。
　先ず、図６（ａ）に示すように、シート２の見出しを形成しようとする位置に見出し形
成用器具１を差し込み、ハウジング３０上面の操作部５０を押し下げる。
　すると、図８（ｂ）に示すように、カット刃２０が下降し、シート２が挿入されている
スリット１２と、カット２０の摺動する案内路１１とが交差する基台エッジ部１３におい
て、シート２が切り込まれる。
【００２５】
　このようにして作成された舌片状の切り込み片３を、シート２の非カット領域４を介し
て　シート２の外側に向けて折り曲げ、先端をシート２の端から突出させる（図６（ｃ）
を参照）。
　これによって、インデックスシールなどの特別な部材を用いることなく、シートに見出
しを形成することが可能となる。
【００２６】
　本発明に係る見出し形成用器具は、カット刃２０が案内路１１に摺接しながら下降する
ことによって、下刃として機能する基台エッジ部１３と、上刃として機能するカット刃２
０との協働によってシート２を切り込み、所定形状の切り込み片３を形成する構造の器具
であれば如何なる構成であってもよく、例えば、図１０に示すように、梃子の原理を利用
した操作具７０を取り付けて使用されるものであってもよい。
【００２７】
　本実施形態のカット刃２０は、両側に切り込み頂部２４を設けた刃先構造とすることで
、刃先２２の両側部から挿入口側に向けてシートを切り込んでいくようにしたが、この構
成に限られることなく、例えば挿入口側の先端部に切り込み頂部を設けた構造としてもよ
い。
　また、本実施形態は、カット刃の刃先を、両側部から奥壁部側に向けて上向きに傾斜さ
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せ、その上向き傾斜部の上端を、カット刃が押し下げられた際に基台エッジ部よりも上方
に位置するように設計することで、刃先の両端部からシートの非カット領域に向けて徐々
に切り込まれるようにしたが、傾斜状とすることなく、例えば段差を設けることで、切り
込み片と非カット領域との境目を明確なものとすることも可能である。
【００２８】
　また、見出し片の形状は、コの字型に限らず、花や動物など、デザイン性の高い形状で
あってもよい。このような形状の切り込みをカードなどに設け、折り曲げて起立させると
、図１１に示すように、メッセージ性やデザイン性の高いカードを形成することができる
。
　本実施形態では、カット刃２０の刃先を受けるための刃受部６０の上面に、やや硬質の
刃受板６１を配設したが、図１２に示すように、刃受板６１を配設することなく、スポン
ジ状の材料からなる刃受部６０のみとしてもよい。
　また、図１３に示すように、刃受部６０’をコイルバネで構成してもよいし、図１４に
示すように、刃受部自体を設けなくともよい。
【００２９】
　また、カット刃２０が摺接しながら案内される案内路１１と、該案内路１１に直交する
スリット１２と、を有する基台１０に、刃先２２を下方に向けた前記カット刃２０を上方
に付勢させた状態で組み付けた見出し形成用器具１において、図１５に示すように、カッ
ト刃２０の刃先に、挿入口側から両側部に向けて下向きに傾斜する下向き傾斜部２３と、
両側部から奥壁部１４側に向けて上向きに傾斜する上向き傾斜部２５と、を設け、スリッ
ト１２にシート２を挿入して奥壁部１４に当接させた状態で、前記カット刃２０を押し下
げることで、前記案内路１１と前記スリット１２とが交差する基台エッジ部１３と、前記
上向き傾斜部２５との協働によって、シート２の端縁から所定長の非カット領域４を介し
て切り込み片３を形成するように構成すると共に、前記奥壁部１４から前記案内路に向け
て延びる板バネ８０を設けてもよい。
【００３０】
　即ち、カット刃２０の下方に、図１６に示すように、対面する下向き傾斜部２３と上向
き傾斜部２５の内側に収まるような大きさの板バネ８０を配設する。このようにすること
で、基台エッジ部１３と下向き傾斜部２３との協働によって切り込まれた領域（即ち、切
り込み片３の先端領域３ａ）を、前記スリット内１２へと復帰させることができる（図１
５（ｃ）を参照）。
　板バネ８０は、基台１０の奥壁部１４からスリット１２に沿って配設されるが、シート
２の出し入れが円滑にガイドされるような湾曲状態となっている。即ち、奥壁部１４から
僅かに下向きに傾斜させ、刃先２２の頂部２４に対応する位置８１が最も高くなるように
緩やかに湾曲させている。これによって、切り込み片３の先端領域３ａがスリット１２内
へと押し戻され、シート２の出し入れをスムーズに行うことが可能となる。
【００３１】
　また、切り込み片３を非カット領域４に向けて折り曲げる際の誘導部３ｂを筋付けする
ために、図１７に示すように、突条部２６をカット刃２０に設けてもよい。この突条部２
６は、カット刃２０を押し下げた際に、基台エッジ部１３と上向き傾斜部２５とが交差す
る点を結ぶような位置に配設するのが好ましい。突条部２６によって切り込み片３の基部
が筋付けされることで、切り込み片が定位置で折り曲げられ、書籍に形成される見出しの
突出量を統一させることができる。　
　また更に、非カット領域４に、切り込み片３を差し込むためのスリット９が形成される
ようにしてもよい。この場合、図１８に示すように、基台１０の奥壁部１４と、上向き傾
斜部との間に切り込み刃９０を設けることで、カット刃２０を押し下げた際に、切り込み
片３と同時にスリット９を形成することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　本発明は、シートに舌片状の切り込みを設けるための器具として、あらゆる産業分野に
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【符号の説明】
【００３３】
１・・・見出し形成用器具
２・・・シート
３・・・切り込み片
９・・・スリット
１０・・・基台
１１・・・案内路
１２・・・スリット
１３・・・エッジ部
１４・・・奥壁部
２０・・・カット刃
２１・・・フランジ部
２２・・・刃先
２３・・・下向き傾斜部
２４・・・切り込み頂部
２５・・・上向き傾斜部
２６・・・突条部
３０・・・ハウジング
３１・・・操作部
３２・・・隙間
３３・・・目印
４０・・・スプリング
５０・・・操作部
６０、６０’・・・刃受部
６１・・・刃受板
７０・・・操作具
８０・・・板バネ
９０・・・切り込み刃
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